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	（701）自宅の敷地内で週に1回程度、30分以上の軽作業（掃除など）を行っているが、外出はしていないため、「3．月1回未満」を選択する
	
	本人に強い拒否が認められ、介助時に協力が得られない状況である。また、身体機能の低下により動作が円滑に行えず支障があることから、不適切な状況と判断し、適切な介助方法を選択
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	発語が不明瞭で会話による意思伝達は困難であるが、表情や身振りにより意思表示が可能であることを確認したため、「1．調査対象者が意思を他者に伝達できる」を選択する。
	
	する。なお、本来は「3．一部介助」に該当する状態である。
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	調査当日の予定を答えることができたため「１．できる」を選択する。特記事項が1枠で記載できない場合は、枝番号を記入し、その前に全角スペースを付してください。

	
	本人は自ら買い物を行おうとするが、助言を受け入れず単独で判断しがちである。必要量の把握が不十分で、同一品を過剰に購入するなど適切な管理ができていないため、不適切な状況と
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	調査当日は質問に答えることができたが、普段は物忘れが多く、直前のことも覚えていないことがあると家族から聞いている。そのため、より多くみられる状況に基づき「2．できない」を
	
	示した衣類について、ごくまれに意思表示がみられることはあるが、日常的に衣類の選択に関する意思決定は困難であるため、「3．日常的に困難」を選択する。
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	選択する。
	
	判断し、適切な介助方法を選択する。一定の判断力はあるが、「2．一部介助」が必要と判断した。


同じ内容をまとめる際は、
（　）内に該当箇所を明記してください。
特記事項の記載順序が前後しても問題ありません。例えば、記載例のように502-1と502-2の間に503を入力した場合でも、読み取り時に自動で並び替えられます。

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	



	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	



	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	特記事項は10個以上48個以下で記入してください。

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	特記事項は10個以上48個以下で記入してください。



